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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2009-196896(P2009-196896A)
【公開日】平成21年9月3日(2009.9.3)
【年通号数】公開・登録公報2009-035
【出願番号】特願2008-36798(P2008-36798)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/37     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  17/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/41     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/29     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/893    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   8/37    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/46    　　　　
   Ａ６１Ｑ  17/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/41    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/29    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/19    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/893   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月27日(2011.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　（ａ）ジメチコジエチルベンザルマロネートを０．１～１０質量％、（ｂ）フェニルベ
ンズイミダゾールスルホン酸を０．０２～８質量％、（ｃ）前記（ｂ）成分の中和剤を含
有し、かつ、水相が４０質量％以下であることを特徴とする油中水型乳化日焼け止め化粧
料。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本願発明者等は、本願出願人による上記特許文献３も参考にしながら新たな日焼け止め
化粧料を開発すべく、紫外線吸収剤として（ａ）ジメチコジエチルベンザルマロネートと
（ｂ）フェニルベンズイミダゾールスルホン酸とを配合する日焼け止め化粧料の開発を検
討していた。ところが、油中水型乳化組成物からなる当該日焼け止め化粧料に、特許文献
３では最も好ましい中和剤として記載されているところのトリエタノールアミンを使用し
たところ、全く予想外なことに、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸が結晶化してし
まう問題点を見出した。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、かかる問題点を解決すべく鋭意研究の結果なし得た発明であり、（ａ）ジメ
チコジエチルベンザルマロネートと（ｂ）フェニルベンズイミダゾールスルホン酸とを配
合する日焼け止め化粧料において、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸を中和するた
めに、上記特許文献３にて具体的に推奨されているトリエタノールアミンを使用するので
はなく、アミノメチルプロパノールを使用し、かつ油中水型乳化組成物の水相を４０質量
％以下とする日焼け止め化粧料においては、全く予想外なことに、フェニルベンズイミダ
ゾールスルホン酸が結晶化せず、油中水型乳化組成物として安定な日焼け止め化粧料が得
られることを初めて見出し、本発明を完成するに至った。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の目的は、（ａ）ジメチコジエチルベンザルマロネートと（ｂ）フェニルベンズ
イミダゾールスルホン酸とを配合する油中水型乳化日焼け止め化粧料において、フェニル
ベンズイミダゾールスルホン酸が結晶化せず、経時で極めて安定な油中水型乳化日焼け止
め化粧料を提供することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　すなわち、本発明は、（ａ）ジメチコジエチルベンザルマロネートを０．１～１０質量
％、（ｂ）フェニルベンズイミダゾールスルホン酸を０．０２～８質量％、（ｃ）前記（
ｂ）成分の中和剤を含有し、かつ、水相が４０質量％以下であることを特徴とする油中水
型乳化日焼け止め化粧料を提供するものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（ａ）ジメチコジエチルベンザルマロネートと（ｂ）フェニルベンズイミダゾールスル
ホン酸とを配合する油中水型乳化日焼け止め化粧料において、フェニルベンズイミダゾー
ルスルホン酸が結晶化せず、経時で極めて安定な油中水型乳化日焼け止め化粧料を提供す
ることが出来る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】



(3) JP 2009-196896 A5 2011.3.31

「（ａ）ジメチコエチルベンザルマロネート」
　本発明に用いる（ａ）成分のジメチコジエチルベンザルマロネートは、公知の紫外線吸
収剤であり、例えば「パルソールＳＬＸ（Parsol SLX）」（ＤＳＭニュートリションジャ
パン（株））として市販されており、これを好適に用いることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
【表１】

（＊１）ジメチルポリシロキサン：「ＫＦ９６Ａ－６Ｔ」（信越化学工業（株）製）
（＊２）ジメチコジエチルベンザルマロネート：「パルソールＳＬＸ」（ＤＳＭニュート
リションジャパン（株）製）
（＊３）メトキシケイ皮酸エチルヘキシル：「パルソールＭＣＸ」（ＤＳＭニュートリシ
ョンジャパン（株）製）
（＊４）オクトクリレン：「パルソール３４０」（ＤＳＭニュートリションジャパン（株
）製）
（＊５）アルキル鎖・シリコーン鎖分岐型ポリオキシエチレンメチルポリシロキサン共重
合体：「ＫＦ６０３８」（信越化学工業（株）製）
（＊６）有機変性粘土鉱物：「ベントン３８ＶＣＧ」（エレメンティススペシャリティー
ズ製）
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（＊７）パルミチン酸デキストリン処理酸化亜鉛：「ＷＳＸ－ＭＺ－７００」（テイカ（
株）製）
（＊８）ステアリン酸処理二酸化チタン：「ＴＴＯ－Ｖ－４」（石原産業（株）製）
（＊９）フェニルベンズイミダゾールスルホン酸：「Ｅｕｓｏｌｅｘ２３２」（メルク社
製）
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